
関　税　引　下げ措．匿・の　概　要

1．対象品目数（税目ペース）

晶　 別

項　 日 総　　　 数
農　 産　 品 鉱 工 業 品

顕現撤 廃 を 行 う晶月 9 6

1－7

9 6

関税引下げを行 う．品 目 1・1 9 1 0 2

合　　　　　　　 計 2 1 5 1 7 1 9 8

●
2．主を品目例

（1）撤廃を行う品目

工作機械………旋盤，フライス盤等

家電製品………　エ7コンティシ′ヨナ一，冷蔵庫，洗たく椴，掃除機，電子レンジ等

重電機器………　ボイラー，発電機，電碑石等

カットダイヤモンド

合計　96品目

（2）引下げを行う品目

コ／ピューター…本体，周辺機器，部品

自動車部品……触媒，タイヤ，合わせガラ云

フ　イ　ルム．……カラーフィルム，白黒フィルム，映画フィルム等

原子力機器・通信機器等…・㌔・原子炉本体，電話交換機，医療用機器等

曹修・晶頬……貴金属を用い．ためがねの柄，ティクー，万年隼等

農　産　品……ビスケブト，チヲコレート，レモン及びライム，スイートアーモンド等

合計119品目

3．対象品目のカノくレッジ

対象品目の輸入額（5　6年）　　8，251億円

（誓
除く有税晶輸入額（5　6年）

99意円の8．8多に相当

ー300－

j

藍
よさ－ll
宗　　一

酸

鼻＝

策

I

lt・
J　　　　＿Jt．

選妄こ

鳥も
．去料

＿ごiP

T、モー．

喜　一

1i・一



（参　考）

国際経済の動向と我が国の立場

1．国際経済の動向

世界経済は，今日においてもなお，第二次石油危機の影響から脱しきれ

ず欧米先進諸国を中心として高水準の失業とインフ辛という困難に直面し

ている。他方，我が国経済は，景気の回復の足取りは依然緩やかであるも

のの，物価，雇用等各面を含め欧米詩臥こ比して良好な状況にあ．るとみら

れている。

このような状況を背景に，我が国の貿易不均衡の是正を求める声が高ま

り，我が国に対する風当たりが強まるとともに，各国で保護貿易主義高ま

りがみられるところである。

（1）もとより，我が国としては，自由貿易秩序の堅持が，世界経済にとっ

ても我が国経済の今後の維痔・発展にとっ七も不可欠のものであること

を深く認識し，先進諸国と相携えて保護貿易の台頭の防止に積極的に無

力する必要がある。

（2）現在の国際経済摩擦をより深刻なものとしている背景には，世界経済

の停滞がある。したがって，現下の国際経済摩擦を抜本的に解決するた

めには，世界経済の再活性化を図ることが画こ‾よりも重要である。その

大きな障害の一つとなっている世界的な高金利，・とりわけ米国の高金利

が速やかに解消することが期待される。

2．我が国の立場

’我が国は，西側諸国の一員として，西側諸国の安定と繁栄に応分の貢献

－301－

●



鷲
妾

‾1

●

をしていくことは当然である。現在，自由世界第二位の経済規模を有し，

世界経済に大きな影響力車保持している我が国の立場を十分に認識し，・国

際経済摩擦の解消に努め，世界経済の発展に貢献することが肝要である。

このため，我が国としては，一方において内需の拡大を図る必要があり，

他方，市場の一層の開放に努めることが課題となっている。

（1）内需については，引き続き景気の維持・拡大を図ることが必要であり，

昭和57年度においても公共事業等の上期における大幅な繰上げ執行を図

る等の措置を講じているところである。今後とも内外経済の動向を踏ま

皐，適切かつ機動的な経済運営に努め，内需の維持・拡大を図ることと

する。

（2）また，貿易の拡大均衡を達成するためには，市場め一層の開放に努め

ることが肝要であるが，このため，既に昨年12月16日の経済対策閣僚会

議において，対外経済対策として，①市場開放対策，②輸入促進対策，

③輸出対策，④産業協力対策，⑤経済協力対策の五項目を決定したとこ

ろである。

特に，海外から要請の釦、市場開放対策については，①関税率に係る

東京ラウンド合意の一律2年分前倒し等，②輸入検査手続等の改善．③

市場開放問題苦情処理＿推進本部の設置等を決定，実施－している。

こうした市場開放等の政策努力については，引き続き，欧米各国の正

しい理解と評価を得るよう多方面の機会をとら．えて適切な措置を講ずる

ことが必要である。

3．市場開放対策の推進

（1）このような我が国の努力にもかかわらず，欧米諸国を中心とする各国
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から，各般の分野において，なお一層の市場開放が求められている。そ

の中には，誤解や認識不足に基づくもの，あるいは，歴史的な由来や価

直観の相異に起斑するものもあり．早急な改善が困難な事柄もあるので，

これらはあらゆる機会を活用して相互の交流等により十分な理解を促す

必要がある。

（2）我が国としては，国際経済の現状と我が国の立場を勘案し，また，我

が国の市場の開放が自由貿易体制の維持・強化に貢献するという大局的

立場に立って，各国からの要請のある事項について可能なものは速やか

に改善を図るという基本的態度で対処しなければならない。

（3）以上の考え方に基づき，関係省庁及び自由民主党国際経済対策特別詞　′

査会は相協力して検討を進め，今般，新たに，市場開放対策をとりまと

めた。
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市場開放対策に関する鈴木内閣総理大臣の談話－

昭和57年5月28日（金）

世界経済の極度の停滞から保護主義が高まり，戦後の西側経済の発展を支

えてきた自由貿易体制が，今や，危殆に瀕しようとしております。世界経済

の一割を担う我が国は，自由貿易制度維持のため，その地位にふさわしい由

際由貢献を求められております‘。我が国は累次の自由化措置により法制面で

は欧米諸国と比して遜色のない程度にまで市場を開放しておりますが，更に

一歩進んで，自由貿易主義堅持のための国際的貢献という観点から，先般，

関税の一方的引下げや貿易苦情処理体制の整備等の措置を講じ，本日，更に，

市場の一層の開放のための包括的な措置を決定したのであります。

このような法制面での開放措置が具体的な成果をもたらすためには，実際

の行政運用や経済活動の面で外国製品あるいは外国投資を歓迎するという態

度が必要であります。我が国は，既に約1．0年前に国産品愛用方針を撤廃し，

それ以来累次の輸入促進ミッ′ションを派遣するなど，この方向に向けての努

力を重ねて来ておりますが，諸外国の問には依然として我が国で国産品保護

のための行政埠導が行われて′いるとか，輸出は善で輸入は悪であるとみてい

るという誤解が抜け切れていないのも，また，事実であります。私はこの梯
l

会に，行政に携わる者はもとより，実際の経済活動の担い手である民間企業

の方々に対し，いやしくも外国製品や外国資本を差別することなくこれを進

んで歓迎するという態度を一層鮮明にされるよう要請いたします。

また，我が国市場への製品輸入の拡大のために，市場に適合した商品の開

発，流通機構の選択等海外企業が行う努力に対し，我が国関係者が最大限の
r

助力を与えるようお願いしておきたいと思います。
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今日の世界経済情勢の中にあって，・我が国としては，自らの国際的立場を

密まえ，世界経済の活性化と世界貿易の拡大に向けて，国力にふさわしい貢

献を行っていくことが重要と考えます。国民各位の御理解と御協力をお願い

する次第であります。
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市場開放対策に関する河本経済企画庁長官該話

昭和57年5月28日（金）・

本日，経済対策閣僚会議において，新たな市場開放対策を決定しました。

申すまでもなく，世界経済の再活性化と自由貿易体制の維持・発展が今日

における世界経済の最’大の課題であり草す。

西側諸国の一員として，また，自由世界2位の経済規模を有し，世界経濱

に大きな影響力を保持している我が国は，こ‘の課題に受身に対応するのでは

なく，その地位にふさわしい国際的貢献を果すことが肝要であります。

このため，我が国としては，内にあっては，景気の維持・拡大を図り，適

切かつ機動的な経済運営に努め，内需中心の経済成長を実現するととが必要

であります。

また，各国の保護貿易主義の高まりに対しては‾，甘由蛮易秩序を堅持し，

貿易の拡大均衡を達すべく，市場の一層の開放を図ることが不可欠であり，

先般より，関税の一率引下げや市場開放問題苦情処理推進本部（0．T．0．）

の設置等を行ってきたところですが，本日の決定は，これらに加え，・新たな，

包括的，総合的な措置であり，現在，望みうる最善のものであります。諸外

国がかような我が国の努力淀っき正当な評価を下すこ’とを期待したいと思い

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘

政府としては，今回の決定の趣旨に沿っ‘て対策の着実な実鄭こ努めるこ‘と

はもちろんですが，国民の皆様に「世界に開かれキ日本」という意識が定着

，していくこと・が重要であると考えます。

皆様の御理解と御協力をお頗いする次第でありますこ
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